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・ ささいなことでも教師から褒められたことは、一生忘れないことがあります。また、心から

叱ってくれたことが、後の行動によい影響を及ぼすこともあります。 
 
・ 褒めて子どもを伸ばすこと、叱って行いを改善させることは、教師の重要な仕事です。その

ためにも、子どもの言動等を適切に価値付ける責任が教師にはあります。 
 
・ 子どものために叱りますが、いつも叱られてばかりでは、自信を失って伸び伸びと行動する

ことができなくなります。また、褒めてばかりでは、効果がない場合もあります。 
   
・ 褒める際、叱る際の教師の構えとして重要なのが、一人一人の子どもを認めるという姿勢で 

す。認めてくれていると感じた子どもたちは、前向きに自分の行動を改善しようとしていくこ 

とでしょう。 

 

 
 

  褒める場面は、意識していないと見逃してしまう場合があります。よい行いをしたとき、その場

で褒めきることが効果的です。その際には、教師が褒めることの基準を明確にもっておく必要があ

ります。以下のような場面を教師は意識しておき、その場で効果的に褒めるようにしましょう。 

 

  ◯ 努力する姿を認める 
 

    「できる」「できない」といった結果よりも、よりよくしようとしているその過程に着目しま

しょう。たとえできなくても、それに向けて取り組んでいる過程を認めることは、子どもを大

きく勇気付けます。 

 

 

 

 

 

 

  ◯ 小さな言動を認める  
 

    目の前で良い行いをしたときは、褒めることができますが、見ていないところでしているよ 

い行いを褒めることは、意識していないとできません。小さな言動を見逃さないようにしまし 

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次も頑張ってみようかな 

授業を支える学級経営 

褒める場面を見逃さずに褒めきる。 

いつもそっと、学級文庫

の片づけをしてくれてい

るんだね。ありがとう。 

先生は、いつもぼくの

ことを見てくれている

んだ。 

今回は、うまくいかなかった

かもしれないけれど、前向き

に頑張っていたね。その姿勢

が一番大切だよ。 

トイレのスリッパをそっと

並べていると聞いたよ。 

すばらしいよ。 

よく声をかけて

くれる。自信が

ついてくるよ。 

一人一人を認めてから、褒める、叱るという姿勢が子どもの変容を促す。 

欠席した友達のプリントを机の中

にしまっていたね。よく気が付い

て、やさしいね。 
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◯ 集団に対して認める 
 

  時には、学級やグループなど集団を褒める方が効果的な場面もあります。集団を褒めることは、

子どもが所属している集団に対する肯定的な意識を芽生えさせることにもつながります。また、み

んなの前で褒められることは自信につながりますが、みんなの前で褒められたり、大げさに褒めら

れたりすることが苦手な子どももいます。名前を出さずに褒めたり、学級やグループなど集団のこ

ととして褒めたりするといった配慮も必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  子どもの言動には、全て理由があります。ある言動の背景には、何日も前のことや、家庭での出

来事があることもあります。「分かっていてもできない」時もあります。その際には、まず、子ど 

もなりの「今回の言動の理由」をたずね、言わせる中で考えさせ、受け止めた上

で、諭すように叱ったり、絶対に許されないということを伝えるために、厳しく

叱ったりすることが大切です。 

叱る目的は、子どもたちをよりよい方向に導くことです。そのためには、指導

に一貫性をもち、子どもの人間性を否定するのではなく、その言動を捉え「子ど

もの成長を促すため」という意識を持って、子どもが叱られた理由を納得し、変

わりたいと思えるようにすることが不可欠です。 

例えば、次のような行いをしたときに、先生は厳しく叱ることを示しておく

ことで、日頃から子どもが意識することができます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逃げ道を残すことも大切 

悪いことをしたと自分で分かっている子どもの場合、次々と責め立てて追い詰めると、最後には感情で返してく

るようになります。「いつもは○○ができるのに、今日はどうしたの」や、「次はこのようなことがないことを信じ

ているよ」などのように、反省を促すと同時に、逃げ道を残したり、次の取組への期待を伝えたりすることを意識

して指導することが大切です。 

 

ワンポイント！ 

先生が、厳しく叱る三つのこと（例） 
・友達を馬鹿にしたとき 
・いじめや仲間外れをしたとき 
・命に関わる危険な行いをしたとき 

ぼくも、少し

言い過ぎだ

ったな。謝ら

なきゃ。 

２組さんは昼休みには、い

つも熱心に合唱コンクール

の練習をしているね。みん

なが心を一つにできていて

すごいな。頼もしいよ。 

子どもなりの理由を受け止めた上で、叱られた理由を納得させる。 

ぼくは、参加する

だけしかできてな

いけど、それも大

事なことなんだ

な。また頑張ろう。 

私たちのクラ

スって、元気な

クラスなんだ。 

１組さんは、今日の全校

朝会での挨拶の声が一番

はきはきとしていてすば

らしかったよ。先生、う

れしかった。 


